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みんなの地質調費

地学団体研究会地質調査所班

未経験の仕事をはじめようとする時には経験者にとっては何でもないことでもごく初歩的なと

ころの手順ないし要領(技術)がわからなくてとまどうことが多いものです.しかもこのよう

な初歩的なことは一般の専門書にかかれている例が少なく多くは先輩から口づたえされたりあ

るいは自分の経験を能率わるくつみ重ねる以外に方法がありません.もちろん技術そのものには

経験による熟練あるいは｢かん｣という要素がか匁ゆ重要な位置をしめることは否定できないこと

です.しかし､それ以前の段階で多くのロスや交スをするのはつまらないことだと思います.こ

の号からはじまる新しいシリｰズでは毎号それぞれの項目について初歩的なテクニックをご紹介

していく予定です.最初にr貝化石に名前をっげるまで｣からご紹介することにします.

｢みんなの地質調査｣連載について

私たちがフィｰルドを歩いて実際に体得したなまなましい事実を写真と図面で表現しながら解説を加え地学を愛好する方

や学生の衝さんの参考質料に供するものであります.なお今後の掲載予定としては

1､捷藻比肩の調べかた2.植物化石に名餉をつける3.花粉化石に名前をつける

4.湖沼雌積物の調査5首われ目1小断j馳)調査6.火成岩の調べかた

7.変成岩の調べかた8.鉱物の粥ぺかた9.温泉の調べかた

工0｡地すべ12の調べかた汎邦戸水(地下水)の調べかた(以下計画中)

野外の露頭(切削･同

然の崖など)は地質家にと

っては自然がつくった実験

室です.自然の実験結果

一地層･岩石の特長一

を詳細に観察しそれらを

つみ重ねて有用鉱床の地下

での広がりを予測します.

また温泉･地すベリ狂どの

可能性を論じ大地の鋤き

1こついて諮:)談す.姶砺

す｡コ)ふう;こ識くど

い洲こも地燃蠣澄が劃1料学

納であるか玖)よ引こ感ずる

1殉慧も黙るかもしれ嚢ぜ

寮く夢棚理化学納等殿が導

入窪れ地澱葦礪奮そのもの

い扱も机るぷう1こなリまし

紀伊半島南部の禰幽した古第三紀砂岩･頁岩亙慮の壷頭を前にして議論しているところ�
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員化石に名

前をつけるまで

1.露頭での観察および化眉の採集〔讐鮎磯

肇裁熊誕蟄諜石〕

化石は堆積岩にふくまれています.採集のためには

いろいろな道具が必要になってきます.次にあげるも

ののうち*をつけたものは絶対に欠くことのできない

ものです.なお大部分は一般の地質調査(別稿で詳

しくご紹介します)に必要なものと共通です.

地形図化石産地の位置をたしかめかつ記入する

野帖観察事項の記入(表紙がかたく小型で

かつ方眼をきってあるものが便利です)

ハンマｰもしできれぱ先がとがっているものと平

型のものとの両方

包装紙･布製の採集袋

マジック･インク番号記入用

タガネ

クリノメｰタｰ地層の走向･傾斜の測定に使用

する.簡易測量にもつかえる

ツルハシ犬きな岩塊を採取する

リュックサック

ルｰぺ微小な化石の発見に便利

接着剤化石が破損した時に使用

石鷲野外で化石の模型をつくる時につかう

クタビン･縮小型の化石を採取した時に便利

折尺･巻尺など化石層や地層の厚さをはか惑

カメラ容易に接写できるものが便利記録周

スケッチ板･方眼紙簡易測量や露頭の精密なス

ケッチに使用

分度線･プロトラクタｰ･定規など隅､篶

鉛筆･色鉛筆･ケシゴム･ナイフなど

化眉をさがすためには個友の露頭を淫意深く

さがすのが唯一のよい方法です.この場合に道路際

水野篤行

あるいは沢底に化石がふくまれている転石がおちてい

るかどうかということも1つの重要な目安になります.

一般的にいえることとしては一見非常にきれいにみ

える岩石(淘汰がよい一粒がよくそろっている)や非

常に粒があらい岩石(礫岩など)逆に非常に粒がこま

かい岩石(粘土岩)には化石が少ないものです.反

対に淘汰のわるい猪石しかも種物のこ凄かい破片が

たくさんはいっているような場合には〕要しは多くの

貝化石がふくまれてい謹す｡このよう放ことからあ

る程度経験をつむと崖をみながら｢はは一ここは化

石がはいっていそうだなJということを感ずるようぽ拒

り襲す由一般に化石が少匁い場合には余計念入1)に

かつ夏つの露頭でも腰をおちつけてじっくりと石を

眺めたりわったりすることが必要枚グ)はいうまでも

ないことです.なお地層中に石灰質のかたいノジュ

ｰノレがふくまれている場合にはノジュｰノレをわると

その赦かから保存のよい化石がみつかるということが

しばしばあり畿す､

ある露頭で化石をさがすためには露頭についてすぐ

にハンマｰをふり塞わすので扱く巌ず露頭全体を校

がめることが必要です吉化石がもしふく窯れていれば

魚の形そのものあるいはその;断繭が露頭の表面にあら

われていることがあり嘆す占次に露頭の直下に大

蜜くくずれおちている堵塊がもしあればそれをながめ

かっハンマｰでたたきわり談す古

化肴がた花王個だけ地層のなかにふく漢れていること

ももぢるんあり蛮すが多くの揚命には化石層をつく

り窯た化有層をつく洛鮎噌でもある程度いくつか

錦1悶批化柳1鵬鍛鰯(他刷養1独)水苅鯛棚1外蜘螂那鰯

(曽燈技宵撮影)

第2図カキ化石の麟集鰯錦1図の一部の接写�
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かたまって地層の柱かにはいっています.したがって

1個でも化石カ…発見されたならぱその周辺の地層と

くにその層の延長部を丹念にさがすごとカミ化石発見

に非常に有効とたります.

の化石産地の地形図上での位置を確実に知り産地を図

上に正確に記入することです.場合によっては歩測(ま

たは目測)とクリノメｰタｰとによって化石産地周辺

の簡易測量をすることが必要になりましょう.

化石が発見さ机たならば採集の前に観察が必

要です.観察事項はすぐに野帖に記録します.場合

によっては同時に地層の厚さや化石層の厚さの測定カ童

必要になります.なおその前に不可欠なことはそ

第3図化石密集層の一部化石はτ0S肋加肋舳乃〃〃(カネハラカ

ガミがイ)貝職は完全虹溶失している

観察の窮一歩は露頭全体からはじまリます.

その露頭カミどのよう桂地層からできているか

地層の走向1傾斜はどうか

化石はどの部分にどのようにふくまれているか

などを観察します.そして目測あるいは折尺･閲縄な

どをつかってスケッチし記録にとどめます.合化

石部についてはもちろんのこと非合化石部についても

地層(岩石)の性質を詳しくみることが必要です.

｢岩石の粒度の大小塊状か層理カミよく発達している

か斜層理の有無有機物の有無多少岩石の色調･か

たさノジュｰルの有無｣などは化石の産状とともに

それらの層の堆積環境の推定にあるいはまた合化石層

の追跡の場合に非常に有用な資料となるものです.

化宿を中心としては

･比肩が地層中にどのようにはいっているか

(産状)(第1～7図)

･密集しているか散在しているか

･殻が溶失しているかどうか

･殻の表面が磨減しているかどうか

･犬型のものが多いか小型のものカミ多いか

第茎図石狩炭田幌内付近の漸新世幌内層泥浩一見

塊状の潴姑であるが貝化石が層理面に平行に保

存されているので化石のはいりかたを観察する

ことによっておおよその走向傾鍋を測定する

ことができるこの写真では地層が手前にむ

かって急傾斜している貞化石は写真の中央

部に3つみられる左側の2つはρ〃ψ1o伽"

館02榊右側の1つはγo〃加50ろ〃棚

1種の化石属を作･コているが散布型子こ近い

(松野技官撮彫)

第図5穿孔貝の化孫(茨城鼎那珂湊市i垣部)

山い部分は中部泄水戸層の凝灰瑞そのト写真中央部の節四紀

見和層の砂をへだてて第四紀の河成礫臓がよこたわる水戸帽と

見和層との間には不規則な凹凸面があってこの面が上から野孔

士山f1･･スr曽属枯菅掘彫､

第6図穿孔貝の化第5図の一部を接写�
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蹄7図化石の産状(模式図)第1～6図の産状そのほかの産状をま

とめて模式的に示す

1化石層型

2中～.L部はレンズ型下都は散在型

3化石床型

4穿孔貝(カモメガイなど)の生痕

これは第56図に示すように不整合而のところにL

ぱしばみられ不整合関係を示す1つの資料とたる

(地質ニュｰスN0.11727貫参照)

･種類が多いかどうか特定のものが多いかどうか

･二枚貝が多いか巻貝が多いか

･二枚貝の場合には合殻(生存していた時の状態)か殻が開

いているかまた殻がはなれているか

祖どはとくに注意して観察したい事項です.これら

のことは貝の遺骸カ重水底に堆積した時の諾条件(環境)

を考える上に重要狂資料となるからです.

露頭でどの種類が何個発見されたかも記録しておく

必要があります.名前がわからない場合には簡単な

スケッチをした上で適当な記号をつけておいてもよい

わけです.目的によっては岩石の単位体積(たとえ

ば50cm立方というように)あたりの個数をかぞえると

いうこともおこ泣われています.しかしある特別の

研究員的がないかぎりは｢勃は非常に多い｣rbは非

常ぽ少放いJという程度でもそれほどさしつかえ

狂いでしぷう害なお員の化石以外の化石がふく護

れ下いる場合にはそれも注意してみておく必纂カ鳴

り凄す(鶴籔鰯)､

とがあり凄すヨその時には石膏を水(付近の川水でよ

い､にとかして石膏模型をつくれば簡剃こもち帰るこ

とができます.もっともこれは化石として外型雌型

が保存されている場合にかぎります.

殻が溶失している時には二枚貝･巻貝にかかわらず

殻の外側･内側の両方の印象(外型雌型･内型雌型)を

もち帰ることが必要です(第9図).これは同定の時に

必要放特長があるものは前者にあるものは後者にのこ

されているからです.たとえば二枚貝の場合殻の

形･外側の装飾は外型雌型にまた鐘歯･套痕弩入の状

態は内型雌型にのこされその両方がないと正確な同定

が一般に困難です(第10図).

ニニ枚貝の断廊

一

一→外形雌型

一→外形雄型

＼

第9図二枚貝のカタの名前

→内形雄型

→内形雌型

発掘1観察をおえたのち包幾ぽかかり嘆す制

化石が破損した場合には擦着剤をつかって応急処鷺

をし蛮す｡もって帰る途中で破損しないように包

筆紙で厳重は一個ごとに包装する必要があ1)蛍す白

とくにこわれやすいもダ)には上質のチシ紙護たは綿

をつかう&無難です.漢だ小窓いものにはクタビ

ンがあると便利です｡時によっては堵石が非常ほ

かたくて化石採簾ができ救いか連1こ邦常に軟弼で

しかも殻が溶失していてそのままではもち帰れ扱いご

節10図�
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策11図

化面艦形器具類

2名前をつげるにば

まず小道具をつかっての準備段階一クリ回ニンク

という1弾劾鵠就て樽ク〕一からはじまります.

これは化石とその周辺に付着している岩石をとりのぞ

いたり砦石中から化石をとりだしたりして化石の同

定を容易にするための作業で次の道具カ必要です

(第11図).*は絶対に必要なもの.

*小ハンマｰ柄の長さ20-25cm程度頭の長さ

3-5ε㎜程度長さ･重さが多少ちが

うものを数本そろえておくと便利

*小タガネ長さ5-10cm程度先が尖っているも

のと平型のものとを少なくとも一本ずつそ

ろえておくと便利

*ゴム粘土または紬土外型嘩型のカタをとるの

につかう子供が粘土細工につかうもの

でよい

以上の諸道具をつかって

気長に

をっかって

化石の形をとりだします(第て2図～第i4図).

うに種類によってその場所はちがいますが

もっとも重要となる部分(二枚買ではたとえば銭窟の部

分)についてはとくに細心の注意力泌要です(第15-a

第15-b図).

砂袋比肩にタガネをあてる時に化石を

砂袋上に国定させる丈夫な布で

袋をつくりそのなかに砂をいれる

大きさは適当でよい

接着剤

ルｰぺ細部の観察にもちいる

ナイフ岩屑が比較的軟質の時にはクリｰニ

ングにナイフを禾1｣用できる

石膏外型嘩型のカタを永久保存する

モデリング･コンパウンド外型雌型の

カタを一時的に保存する(熱によっ

て簡単にとける)

ブラシ針金ブラシおよび毛ブラシ普通の

噛ブラシでも代用できる化石に

ついている岩粉をおとすのにつかう

ピンセット

デンタル･マシン歯科医がつかう研磨機

ビブロト【ル(vibra･tool)またはノッキングト

ｰノレ(knockingtool)

キャリパｰ殻の長さ･高さの測定につかう

測角器殻の頂角などの測定につかう

化石を破損させ枢いように

ある時にはタガネをつかい.ある時にはナイフ

可能なかざり完全に(または完全に近い)

後述のよ

同定の際に

次の段階はいよいよ同定です.

化石の名前(学名)は現生貝類そのほかの生物の場合

と同様に国際動物命名規紺にもとずき1｢2名法｣に

よってよばれます.すなわち属名の次に種名をかき

(この方法が2名法です)そのうしろに命名者の名前

靭2図砂袋の.トに化眉をおき砂袋と左手第13図

の小滴藥指とによって化石を固定

しながら小ハンマｰと小タガネをつ

かってクリｰニングするf乍業

デンタルマシンをつかってのクリｰ二篤14図

シグ作業写真の左部にモｰタｰがあ

るモｰタｰの回転によってそこか

ら連結されている｢腕｣を通1二で針

が国転されるようになっている

油土をつかって外形雌型の標本のカクをとる

ところ�
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策15図一a錦狛図一b

をかきます.(例:乃碗滅鋤燃鯛肋紹彬∫2Yokoya脳

アシャツノガイ).分類体系全体もほとんど現生動物

の場合と同じです.したがって分類体系に関して

おおよその知識をもっておくことは必要なことです.

貝類についていえば次のとおりと放り葉す｡

軟体動物門跳y舳醐Mω蝸｡慧

双殻綱C1慧総搬棚曲(凄たは斧足綱跳i愛｡y脾da

(二枚風)

原級精璽綱帥b幽S§hi◎皿0細§㎝狐尊璽

炎鱒員籔曇雛u脾遥㈱t姦

多総員眺6鮒丁脳｡don娩

貧蘭簿砒舶望｡yso伽鮎盈

分歯潟㌫嚢雛警嚇鋤加航暴

完靱帯亜綱警曲曲鯛丁搬｡細s鵬搬姦

異歯目Ord鮒臨廠⑰曲滅餐

無面目OrderAdapedonta

異靱帯亜綱SubclassAnomalodesma㏄a

掘足綱ClassScaphopoda

腹足綱ClassGastropcd愚(巻貝)

前鯛亜綱Subc1搬貯鵬曲ranchia

原始腹足目()rd厳如曲般｡gastmpod急

中腹足目()比敬Mes鴫慧鮒｡po曲

狭舌目倣d鮒§te鮒創｡ssa

後鯛亜綱馳bC1慧SS(畑納｡branChia

側膣目胱deげ且搬r導迂Φぬ

翼足目研磁飲跳雛⑪卵細

嚢舌目O雲遂紡竃鮒Φ鎮鯛鰍

無瞠目Order加0ぬ

有肺亜綱Subc五a鵠跳亘遡〕㈱鮒姦

基眼目OrderBasom榊a沈phora

柄眼目OrderStylommatophora

以上のようにそれぞれの綱について亜綱それぞれ

の亜綱について目があります.目はさらにいくつかの

科にわかれ科がさらに属にわかれ属がいくつかの種

にわかれるという関係になります.

文献の上では多くの場合に分類順に配列されている

ので少柾くとも目できれば科程度のところまでの特

長をだいたいおぼえておくと実際に同定をする場合に

非常に便利であり仕事が能率よくはかどります.

第15図a図は岩石のなかから化石(内形雌型)を

とり芯し恋とこるこの状態では主歯の状態が

よくわからない頼の都命を小ハンマｰとタ

ガ率刺浦とあ鰯のよう1こ主歯の部分のカ

表が凄沁われてくるびはうに敏歯の部

分が砂沁がぼ依らないと科･鰯名さえきま

島榊鳩舎が少なく扱い

化榔滅鵬炭閏θ)串新統藤

鳶叙搬細義鮒麦鋤害徽(タリコマウバガイ)

間定は標本を図鑑類藍たは個麿の化石に関する論文

報告類に掲載されている写真や図と比較しなカ三らおこ

ないます､論文1報告類は大学･研究所狂どごくか

ぎられたとこる紀しかそろえられてないのでさしあた

ってたよりになるのは図鑑類でしょう.しかしこ

れにしても現生貝類については十分に利用できますが

(巻末文献参照)化石図鑑としては鹿間時夫著｢日本

化石図譜｣がある程度で尤これには古生代から新生

代までの重要匁化石が多数しめされていますが実際の

同定の場合には不便を感ずることが少柾くないことと思

います.それでもこれらをたよりにしておそらく

属までのところをきめることができるでしょう.現生

貝類図鑑だけをもっているにしても少板くとも新生代

の貝化石ならば科ないし属までとくに鮮新世以降の化

石ならぱうまくすれぱ種まできめることができます.

そのほか古第三紀の貝化石については詳しい化石図

鑑(n1ustrate舳andboo虻QftheJapanesePaleogene

㎜O肚鯛英文)が出版されていて種まできめること

が容易はで密室す吉

化石の保存が非常にわるい場合にはよほど慣れてい

ないとどの属にしてよいかはっ巷りときめかねる時が

多く勘ります由そのためにはたとえぱ現在の海岸

にうちあげられている貝殻を採集し自分で現生員類図

鑑をたよりに同定しあるいは博物館を利用し属ない

し科の特長をよくおぼえると同時に分類体系について

の基礎的知識を身につけるということが必要でしょう.

少なくとも科の数はかなりかぎられているので名前と

特長をおぼえるのは比較的楽です.属に衣るとかなり

面倒になりさらに種に校ると非常に困難になります.

しかし種についてはそれほど必要でもなくまた事実

上多数の専門的文献がないと同定が不可能なことが多

くどうしても必要という時には専門家に相談するの

がよいと思います.

ここで同定の仕事そのものについてさらに説明し

ておきましょう.標本と図鑑とのいわゆる｢絵合せ｣

がその仕事です.しかし図鑑を開けばすぐにわかる�
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繊

ように一見同様な形の貝が諸所にならんでいて最初

はそのどれにきめたらよいか全く当惑しがちです.

適確にしかも早く同定できるようになるにはやはり

場数(経験)がものをいうのは当然です.しかしそ

の要領として一般的にいえることはたとえぱ二枚貝

の場合には次のようなことが重要な要素になります.

鋏根部の状態･鋏歯の配列状態一目の分類の基準となって

いるもっとも重要な特長.たとえば櫛状の歯をもつも

のは多歯目に属する.そのこまかい特長は科･属の分

蜘6図二枚貝杵部の名称

二枚貝ではふつうlb図のように殻頂が傾いている方を

上においた場合に左側を左殻とし右側を有殻とする(ただ

し例外もある)套膜弩入がある場合(2割図)その湾人は

後部にある殻の内側(2a4a図)にみられる形質は殻が

蒲失した場合には内形雌雄によく1…回せられているただし

その場合には実物とは逆に1司1せられていることに注意していた

だきたいたとえぱ第15囲b図にしめされているように内

樋痕は本来はくぼんでいるが1内形雌型では1n1型と柾弓であらわ

れる

1a～cτos`物加冶〃π乃"70{(カネハラカカ“ミガイ)常111

県音川付近産(ll･新肚吉川風癖)

2ab1…;20･鋼1κs加伽ω'8ケ〃｡〃〃α(エゾワスレ)現生

北湖適厚枯

3γε棚〃w倣舳肋榊〃｡'伽"長1崎県1崎芦戯1刑雌

(湘新'1出:閲瀬層)

4日bC1ツ似閉びる〃醐眺(イデタマキガイ)北流道釧

路炭口1中新雑産�
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長

艦

艇含線

維助

縦帯1

ζ殻頂

�

前溝･

陸

螺

瀕

体

壁

一

膀孔鞠月

第17図巻貝各部の名称

亘.猟榊榊粥鋤μ貴鰍差動j腺八醐r(中新化黒瀬谷層)2.ab肋7""0刎｡柵go舳郷`(アヤボラ)塊坐北海道えりも海枯

簑｡蕊もγ撚差獅棚緒幽州靭肋抑3鋤淋繊(チシマタマ)現生北縦遺えりも海搾

激漉準肱る一種の同定の場合にとくに注意を要すること一それ

放射肋ま淀は脈¢沸無一一科凄たは属ヴ)分類の基準となる.

放射肋玖)数は種ダ)分類の基準となる.

姦痕窺入の有無一一属¢)分類ダ)基準となりその形･深さは

願の分類の基準と放る｡

徴の形(鐙慈1高窓1頂角1はり畑し1野の有無･まるみな

ど)1ふくらみ一一ぷくに種の区別に重要

貝の分類については}本化石図譜｣･(前出)におお

よそのことがかかれているほかとくに二枚貝･掘足貝

については波部忠童著叩本産貝類概説｣に詳しく解

説されています､

は｢種の変異｣ということです.ちょうど人間の顔

かたちや体金体が寸分ちがわ狂いということが全くない

と同様に貝(生物全般についていえることですが)の

一つの種類のなかで形･表面装飾などの特長が全く同じ

という個体はほとんどありません.すなわち種には

かならず変異カミみられるということです.もちろん

種類によって変異量の大きなものと小さなものとがあり

ますがあらかじめこの点を頭にいれておかたいと当

然一つの種に属するいくつかの個体をそれぞれ別の種に�
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化石は刀0Sξ"憾紘燃細湖{(カネハラカガミガイ)

同定してしまうという誤りをおかす危険があります･

しかしこの問題は実際上は非常にむずかしいものです｡

種の変異(形･肋の数など)の幅をどのように考えるか

については結局は各人がそれぞれ経験をつんで自分

で考えていく外はなv･でしょう.

このような問題についてはかぎられたいくつかの種

については研究されていますがr変異｣が明らかにされ

ていない種が非常に多くあります､著者の経験によれ

ば一般的にいって古第三紀の貝については偶々の種

の変異量が詐常に大きいように思われます.剣9図は

一カ所の塵地で漸新世のフミガイ(w榊伽α棚α)の

なかまについて殻長1殻高1殻形の変化と肋の数を詳

しく調べた結果をしめしたものです､また第20図は

常磐炭頭金体を通じての同じく潮新世のナギナタソデ

カイ(灼脇蟻)の㎞種について殻長1殻高を測定した結

果をしめしたものです官第2悩には大森･歌代両博士

3.名前をつけてから

名前がついたならぱ一種ごとに標本箱(ボｰル紙を

つかって手製でできます)に整理しか荏らず産地名

･化石名･地層名をかいたラベルをつけて保存します.

以上が化石採集にはじまり化石の整理におわる一

連の作業過程です.

ところで化石は何の役にたっでしょうか.

一つには地質時代の各時期ごとにそれぞれ特長的な

種類が生存していたというごとを利用して化石産出層

の縛代を推定することがで書設す.しかしいくっか

の種類}こついてはいくつかの時代にまたがって生存し

ていたということもわか一｡てきます.著者の今までの

経験では第三紀は関しては一つの種類によって時代

を適確に推定することは不可能に近く多くの種類が発

見され条件がもっとも打鳴でもその種類の組合せ

からせい晋い｢世｣を獲匁いし3分した程度でしか時

代をきめることができません(たとえば漸新世後期･始

新世前期というように).種類が少恋い場合には時代

推定か全く不可能ということもしばしぱあることです.

もう一つの面は化石の種類を利用して合化石層の

堆積した深さ(水深)･水温などを推定できるということ

です､またその水域の塩分濃度をしることもできます.

ごの場合に先にのべたような合化石層およびその周辺

の層のいろいろな性質に関する資料また貝以外の化石

(植物1有孔虫化石など)についての資料があれば化

石の産状お合せて水流の強さほかの古地理的条件

一般的な気候条件などをかなりくわしく推定することも

可能となるでしょう.ただし鮮新世以後はともかく

の研究による現生イタヤガイの変異をしめしました.

畠畠､

畠､⑬､昌

攀

一㎝

助数232425262728

第19図漸新世初期の

一12閉θ7オε"7∂{"S"め物5カカ0刎60

の綬形と助数の変異(水野篤行

1956)崎戸炭鉱坑内の一産地の

標本にもとずく

第20図棉盤垣､田睦

漸新1阯の〃1泌α

1"〃ακ伽の穀艮

と殻高の比率α)変異

(水野篤行1954)

100110120一一130.頂鈎

第21図イタヤガイ

(現生種)の頂

角σ)産地`こよる

変異(大森昌衛

歌代働1953)

第22図地質調壷所標本陳列室の一隅�
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中

粒

砂

岩

↓

沁〃1但岬.

}v舳〃加〃伽肋脾㎜･羽8加

戸｡lj冊｡岬｡!尼旭Ψ.

〃｡㏄㎜皿岬.

S藺｡06'田｡o刑9{o冊5{5

紀

1〕08洲α刑｡㎜肥閉ε

C脇一〇c口r山側一肌5p.

細泥

粒

砂燃紗

三ミ三更≡}随物化石

撲帆異化確蝸

措

第23図=L岐･瑞浪盆地の中新統下肥四層の

一蔀にみられる員化有産山状況の一例

(水野原図)

露頭で厚さ15mの間に4層の合化石部

がみられる力{そのそれぞれで薗｣｣化石

の種類がごξなリ非海性(檀物化石産

;｣｣部)の環境から急激に高齢汽水性→

浅海性ヴ瀬境へと堆積域の惟楮がかわ織鰯夕薇地餓1㍊

っていったことがしめされているこの

ような場合には1つの崖の匁かでの化

石の産上u地点が問題になるから採集の

場合にとくに細心の注意が必要である

中新世以前とくに古第三紀になると現生種はほとん

どみられません.したがってこの場合には現生種に

ついての知識からの類推は不可能となりせいぜい属･

亜属の単位でものをいうことになります.そして結

果としてはかなりあらv'推定に校らざるをえません.

またごく限られた地域内では化石の種類が一つの層

のなかで垂直的に変化していることを利用して層序の

組立てをおこなうことができます.たとえば北海道

の石狩炭田に分布する漸新世の幌内層は上下を通じて

泥岩から構成されていますが貝化石を詳しくしらべた

結果層準によって化石の組合せがこと放っていること

がわかり逆にこのことを利用して各地域の幌内層の分

層がおこなわれています(第24,25図).

さらに化石を利用して生物進化の一つのみちすじ

､/

ける幌内鰯の翁鰯と妻批

な化椅(下河猟,等儲による)

をしることできます.ここでいう生物進化とは時代

頂角

��

�　

ユ20

�　

�　

'･1

一十一'･一∴､1

パ...“と`ノ

“･･一1んクルミ州

1巾･冷㌣I･･/!(〃雌11“1伽｡lll)

皿､㍑.1/

/･･ザ､1'■

'xx･/'

'xx洲滅､!/!

1/X{･凡例

1/は･｡ン/皿･㈱脇

1､工｡沌X､｡ノ皿X漸新蝸初期

�一

､㍗/､工閉主徴期

､､､二二メヂヒゼンクルミガイ(NuC皿1口～洲"em〇三3)

第25囲機内層の踏査図の1例(水野原図)

の推移につれての生物相全体の変せんという面と個々

の種が時代の推移とともにどのように変っていったか

という面とをふくんでいます.もっともこのためには

いくつかの時代にわたっての多くの化石資料を必要とし

ます.第26図は著者が九州北西部の古第三紀炭田産

のクルミガイのなかま(舳｡〃α)について検討した例で

す.始新世後期のヒゼングノレミガイ(舳｡〃α伽2犯

θ閉{8)が漸新世中初期のマゼクノレミガイ(〃蜘〃α伽一

助α伽)に変化していく有様が殻長殻高の比･頂角

の相関関係を調べた結果わかりました.

おわり

最近では今までほとんど研究されていたかった問題

一化石の貝殻の微細構造･貝殻の生化学的性質も大い

に研究されるようになりとくに若手の研究者蓬の間で

研究が進んでいます.それは進化が何にもとずいてお

こるかということ一進化の原因一を研究するためで

す.ともかく私たちは直接的にほ以上のような

ことを目的として化石を調べているわけです.これ

はまだある地域の地質学的歴史を明らかにする上にも非

第26凶一③

1.O1.2ユ.4ユ､61.82｡⑪閉,,,

第26図一①

第26図一②

第26図ヒゼンクミルガイからマゼクルミガイの変化(水型チ原図)始新雌後期の

ヒゼンクルミガイ(2図)と廠新世初期のマゼクルミガイ(3図)と

は形の上で1舳ようにこと抵るがその間の時代漸新世最初期のもの

は両者の型をふくんでいる.全体としては時代の推移とともに

L/Hが大きく汰りαもほぼ比例的に大きくなる傾向が1図からよ

みとれる�
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鳩珪

､幾

㌶

簸髪

鱗嚢

第27図北米南東部の始新世巻貝〃〃β切の進

化大きさ形表面装飾の模様が時代と

ともに変化していく有様をしめす､

���潤����楳����

常に役だちます.

度のものをつかうのカミよいのですカミ

野外･室内でともに簡単につかうこ

とができるので私はいつも35mmの

一眼レフ(アサヒ･ペンタックス､

と接写台･接写リングをつかって化

…宰

石の撮影をしています.

化石を撮影するにはまず化石を

1接写台の上に油土で固定しまナ

｡､繁接写リングをつかう時には露出倍数

騒帥'殻がついている場合には思/･き

'嚢珪って不足気味にした方がよい結果に

するのが無難です.撮影の場合に

第28図_眼レフの写真器による化狛標本の撮影もっとも重要な要素は光線のあて方

です.そのあて方次第ではふく

らみが全くきえてしまったり肋の陰にあたるところが

真黒になってしまったりします･ふつう被写体の斜め

左上方(被写体との角度45｡)に主光源をおき右側の

｢化石に名前をつける｣ということでおわりにするのは

少々もったいないよう狂気がします.それぞれの地域

の地質史のなかでまた生物進化史の恋かで個々の化石

がどのような意義をもっているものかということに是非

昆をふみいれていただきたいと思います.ただそのた

めには一般の地質調査の技術の習得だけでなく生物

進化の基礎的狂ことについての勉強をもやっていく必要

がありましょう.そのようなことについてのよい入門

的な文献としては次のようなものがあります.

藤岡和夫･池辺穣･杉村薪(1955):地質図の書き方と読み方

(古今書院形成選書)

井尻正二(1957):人体の秘密一進化をたどる一(三一書房)

井尻正二･新堀友行(1963):地学入門(築地書館)

科学の実験編集部(1963):(先生と生徒のためσ))地図･天

気図･地質図一その表現法と読図･図上作

業(共立脚版)

湊正雄･小池溝(1954):地質調査法(古今奮院形成選書)

大久保雅弘･藤岡至則(1964):地学ハンドブック(築地書館)

4.付録一写輿のとり芳

化石関係の報文にはほとんどの場合に化石の写真がっ

いています.報文をつくら扱いにせよ化石を多く採

集した時には個々の化石の写真をとって整理しておく

とあとになってから非常に便利です.

化石は35mmの一眼レフのカメラをつかって簡単に

接写撮影することができます.35㎜nサイズで鐘写す

るとどうしても周辺部がゆがむのでむしろ6×6版程

方に(適当底ところに)副光源をおきます.私はいつ

も主光源として100Wの電気スタンドを2個または1個

おき副光源としては自然光(直射では恋い)またはより

暗い電気スタンドをおいています.フイルム2-3本

を経験すると光源･露出の点などおおよそのところ

の要領がわかることと思います.荏おフイルムとし

てネオバンFまたはSがよいと思います.

(筆者は地質部)

おもな参考文献(左らん掲載のものをのぞく)

1)地学団体研究会編(1964):化石採集の旅関東篇(築地書

館)

2)波部忠重(1951-53):日本産貝類概説斧足綱(二枚貝類)

及掘足綱(角貝類)

3)波部忠重(1953):貝類とその生活(楽しい理科教室15)

(恒星社)

4)波部忠重(1961):続原色目本貝類図鑑(保育社)

5)平瀬信太郎〔滝庸増補改訂〕(1951):日本貝類図鑑(文教

閣)

6)北海道地学教育連絡会編(1964):北海道の化石付古人骨

･石器･土器､(郷土の科学no.狙一46)

7)丼尻正二(1956):古生物学(理論杜)

8)井尻正二･藤田至則(1957):比肩学習図鑑(東洋図書)

9)吉良哲明(1954):原色目本貝類図説(保育祉)

10)小林貞一也(1954):古生物学上巻(朝倉書店)
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I山t･･t･dh･皿db･･k･fth･J･p･･…P･1･･g…

mo11uscs(地質調査所)(古第三紀貝化石図鑑)

12)鹿間時夫(1964):日本化石図譜(朝倉書店)

13)高橋筒数(1964メ:接写と複写の実技(アミヨ出版社)�


